
う
か
と
犯
す
る
。

一
鹿
島
描
大
詰
に
鎮
座
す
る
。
式
内
容
前
枇
記
に
、『
大

一

オ
ホ
ト
シ
大
年

l
ト
シ
コ

シ
年
泊
。

一
門
、
認
は
保
定
、
宇
は
子
問
、
蓋
訴
と
控
L
、
滞
の

オ
ホ
ツ
チ
ョ
ウ

Z
Y

夫
逢
長
悦
初
め
佐
川問。

一
泊
八
幡
糊
駐
常
附
保
大
河
村
銅
座
。
川
副
也
o
h
と
あ

一

オ
ホ
ド
シ
ヨ
リ
大
年
寄

山
手
以
前
は
刷
ら
か

一
御
料
理
小
顕
で
あ
っ
た
。
粂
話
橘
守
部
に
話
・1
て
向

蹄
は
信
定
。
江
戸
日
の
鎚
問
。
卒
保
十
出
年
引
制
さ

一
る

。

で

た

い

が

、
川

=
一年
十
一
月
J
1
一一一M
M

本
長
庄
町
助

献
を

mび
、
川入門
に
巧
み
に
、蘇
に
大
平
に
長
じ
た
。

れ、

降
ご
十
人
挟
持
を
印
刷
ひ
、
安
巴
円以
六
年
七
月
六
日

一

オ
ホ
ツ
ポ
穴
坪

石
川
郎
成
町
内
の
小
子
。

政

一長
前
川
悦
椛
中
山一
・奥
村

口
献
町
山
総
・奥
村
川
そ
の
門
人
献
ろ
芸
〈
、
名
護

一
時
に
・恥
か
っ
た
。
川明

七
十

一
院
で
問
問
。
子
孫
宗

m
-口町川叫・
初
安
保
凶
刺
綴

一

オ
ホ
ツ
ポ
大
坪

M
祐
川
引
上
H
にい
叫
す
お
部

隊

川

成
の
四
人
宇
一大
年
計
一
四
は
大

E
と
か
円
づ
け
た
。
約
二
年
出

H
十
五
日間問
、
平
年
五
イ
=
一。
そ
の
敏

い
だ
。

一
千

柄

。

但

し

政

長

は

そ

の

前

か

ら

此
の
腕
で
あ
っ
た
も
の

一
ん拠点
叱
懇
υ

閉山山
と
い
う
た。

オ
ホ
ヅ
ツ
大
筒

滞
在
来
の
大
飽
を
抑制
縦
す
る

一

オ
ホ
ツ
ポ
大
坪

出
品
川
J
助
川
の
内
の
小
手
o
e
で
あ
ろ
o
中
断
で
は
凡
べ
て
年
浴
中
の
か
刊
に
ん
昨
日
ま
れ

-

オ
ホ
ト
モ
ゴ
タ
デ
ン
大
友
御
供
田

石
川
出
較

も
の
に
は
大
前
組
足
柄
が
あ
り
、
そ
の
慌
俗
に
荻
野

一

オ
ホ
ツ
ポ
大
坪

以
南
側
州七
似
の
内
の
小
字
。

一
て
、
特
に
大
年
前
な
ろ
も
の
吟
見
ぬ
が
、
滞
米
に
京

一
月
陀
に
邸
す
ろ
部
都

o
m治
問
年
三
且
十
三
日
れ
且

杭
と
自
得
統
と
が
あ
っ
た
o
西
洋
統
大
胞
の
採
用
せ

一

オ
ホ
ツ
ポ
大
坪

珠
洲
榔
巾
〈
郎
前
名
)
的
内
の

一
っ
て
ま
た
年
訴
の
叙
仰
せ
ら
れ
た
も
の
脅
大
年
寄
と

一
用
水
下
十
三
村
山町
上
の
辿
都
文
は
斑
文
十
一
年
の
村

ら
れ
て
か
ら
は
大
防
組
を
隠
し
、
別
に
大
地
方
が
む

一
小
宰
。

一
呼
ぶ
ζ

と
に
な
っ
た
。

一
御
印
に
、
戸
水
絹
川
村
と
あ
ろ
の
は
、
今
の
大
友
御

か
れ
た
。

一

オ
ホ
ツ
ポ
イ
ハ
ジ
ロ
ウ
大
坪
岩
次
郎

初
め
早

一

オ
ホ
ド
シ
ヨ
リ
大
年
寄

大
明
寺
滞
で
は
附

m
供
出
村
で
あ
る
。

オ
ホ
ツ
テ
イ
大
津
邸
近
江
大
律
に
於
け
る
加

一
一
附
岩
次
郎
と
いと
7

た
。
却
は
百
慣
、
宇
は
子
叫
問
。
尚

一
利
直
の
代
町
永
二
年
十
二
月
十
日
榊
符
内
腕
守
胞
の
一

オ
ホ
ト
モ
ヤ
カ
モ
チ
大
伴
家
持

〈一

)
以
お
集

質
問
仙
邸
は
、
之
そ
北

J

保
邸
と
言
っ
た
。
北
，
保
と
は
、
一
川
流
の
釘
口
小
売
米
山
郭
縦
に
m
N
一一び
、
安
政
四
年
氾
前

一
家
老
役
や

r

弘
じ
て
大
年
計
に
任
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

一
の
詠
歌

l
大
伴
家
持
が
結
巾
守
と
し
て
、
出
務
の
市中

京
級
車
去
の
居
っ
た
大
津
一
械
の
北
方
に
き
。
地
で
あ

一
を
受
け
た
。
明
治
二
年
致
謹
館
創
設
の
際
そ
の
夜
間

一
し
か
し
こ
の
大
年
中
山
は
一
切
務
政
に
闘
笠
，
る
こ
と

十
に
よ
り
、
常
時
そ
の
凶
に
併
合
せ
ら
れ
て
ゐ
た
能
涯

る
o
館
長
五
年
前
次
東
躍
に
邸
L
、
自
ら
市
妨
青
俄
一
と
な
り
、
砲
涜
築
造
の市中
に

奥

っ

た

。

を

抽

出
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
、
村
引
ヰ
股
が
内
腕
骨
政
謹

一
を
巡
行
し
た
こ
と
は
、
出
鎚
集
古
木
に
天
平
二
十
年

い
て
械
を
守
っ
た
が
、迭
に
敵
の
陥
れ
る
加
と
な
り
、

一

方
ホ
ツ
ポ
ナ
ガ
ユ
キ
大
坪
一
北
幸

活

mVE--郎。
一
す
る
伐
に
設
け
た
定
聡
に
泊
ぎ
な
か

っ
た
。

一
春
と
な
っ
て
ゐ
る
o
然
る
に
市
町
糾
叫
ん
旋
古
義
に
之
常
訂

戦
後
家
肢
は
之
を
脇
市
山
に
ww封
し
て
大
津
城
を
綴
せ

一
大
都
庁
陸
努
の
子
。
騎
青
磁
〈
し
て
仲
村
班
足
科
義
政
の

一

オ
ホ
ト
マ
リ
大
泊

山

内

山
大
沼
郷
に
関
す
る

一
し
、
前
後
背
考
山
閉
す
る
に
什
一
年
で
な
け
れ
ば
な
ら

し
め
た
。
前
回
利
長
乃
ち
北
，
保
の
焦
土
を
平
か
に

一
師
と
な
る
。
義
政
奏
部
し
て
加
賀
守
に
任
じ
、

義
政

一
部古田
o

-
ぬ
と
L
た
の
は
行
に
お
も
π得
て
ゐ
る
。
こ
の
巡
行
中

し
て

依
加
を
起
し
、
佐
担
刑
部
を
笹
い
て
守
ら
せ

一
は
食
川
]
宇
一
加
害
帥
燃
に
賜
号
た
の
で
、
永
幸
は
逢
に

一

オ
ホ
ト
マ
リ

大
泊

盟

古
川
仁
川
端
正
郎
す
る

一
に
詠
ん
だ
家
持
の
一
献
は
抗
尚
あ
っ
て
、
左
の
泊
ー
り
で

た
。
刑
部
は
も
と
間
同
土
山
城
主
牧
村
兵
部
大
輔
の

一
開
や
ら
そ
の
地
に
絡
し
、
写
徳
=
平
八
月
間
間
L
た
。
手

-
州出世間
。

一
あ
る
。

隠
で
あ
っ
た
が
、
医
長
四
年
利
畏
に
仕

へ
、
六
年
に

一
年
荒
十
三
。

一

オ
ホ
ト
モ
大
友

利
川
川
被
月
陀
に
邸
す
る
部

一

赴
=
丞
忽
多
大
紳
宮
-
行
郡
市
川
越
-
之
時
、
作
歌
一
首

別
配
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
加
白
山
附
は
歩
士
ψ
J」
L
に

一

オ
ホ
テ
サ
キ
大
手
先

金
押
印
域
は
日
久
間
椛
政

一
訴。

一
之
平
協
可
民
、

多
太
古
製
久
胡町役
、
彼
久
比
能
持
、

む
い
て
守
邸
の
定
と
し
た
o
郎
の
廊
さ
千
八
百
二
十

一
人
城
の
後
桜
町
口

ι

千
百
門
と
し
た
が
、
別
川
利
家
に

一

オ
ホ
ト
モ
イ
ケ
ヌ
シ
大
伴
池
主

大
作
他
引
は

一
安
附
奈
強
思
多
迎
、
船
削
除
我
毛
。

凹
停
で
、
縦
三
十
六
附
・
杭
四
十
九
聞
を
測
り
、
湖

一
烹
っ
て
阻
援
口
青
大
手
と
し
た
の
で
あ
る
o
そ
の
前

一
泌
文
及
び
利
峨
守
山
能
く
し
た
o
池
小
引
初
め
組
巾
践
と

一

能
奇
術
従
計一
杏
鳥
浄
-
波
航
、
射
-一熊
来
村
日
往
時
、

巾
に
揃
を
植
ゑ
て
水
聞
を
附
む
こ
と
縦
六
刷・
杭
十

一
を
大
手
先
と
も
、
大
手
口
と
も
い
う
た
o

し
て
凶
守
大
作
家
持
の
配
下
で
あ
っ
た
が
、
鎚
〈
も

一

作
敬一一
首

問
。
邸
外
亦
凡
ベ
て
界
制
を
設
け
、
所
々
に
小
門
そ

一

オ
ホ
テ
マ
チ
大
手
町

金
持
の
川
名
。
習
円
一
は
な
〈
越
前
録
に
純
じ
、
天
年
引
一
年
三
月
十
四
日
早

一
号
夫
佐
多
民
、
結
木
伎
枕
等
伊
布
、
能
清
之
島
山
、

設
け
、
米
間
院
は
一
番
よ
り
十
三
番
に
平
一っ
た
。
亦
則

一
大
手
先
と
も
地
坂
下
と
呼
び
、
初
は
川
家
が
あ
っ
た
に
よ
っ
て
加
首
都
深
見
村
に
辛
り
、
利
紙
三
首
札
町
家
今
日
児
者
、
許
太
知
之
山川
忠
物
、
伊
久
代
制
附
品
川
。

に
中

J

保
邸
と
い
ふ
の
が
あ
っ
て
、
府
さ
三
百
七
十

一
が
、
m
H
永
十
ご
年
に
そ
れ
を
退
去
さ
せ
て
大
身
の

大
寺
山

大
津
八
幡
紳
社

大
友
粂
滞

オ
ホ

一
二
九


